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～はじめに～ 

 

本町においては、合併後の平成１９年７月に新町の教育の方向性を明確に示すため「豊

かな心と自ら考え行動する力を持ち、自己実現出来る『人』」を基本理念に「北栄町教

育ビジョン」を策定し教育施策を進めて参りました。 

 このビジョンを達成すべく、就学前保育教育では、町立保育園をすべて幼保連携型認

定こども園に移行し、子どもたちがすくすく育つ環境を整えました。学校教育では、少

人数学級の編成や、保こ小中高の連携によりきめ細かな指導と繋がりのある教育を行っ

てきました。教育環境の整備では、北条こども園、給食センターや北条小学校の教室棟

の改築を行うと共に大栄小学校体育館の耐震補強等を実施してきました。 

そうした中で、平成２７年４月の「地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部

を改正する法律」の施行により、教育委員会制度が変わり町長と教育委員会とが４月２

１日の総合教育会議で協議し教育に関する方向性や目標となる「北栄町教育大綱」を定

めました。このことから、これまで「北栄町教育ビジョン」に基づいて行っていた教育

施策を、これからは「北栄町教育大綱」に沿って推進していくこととなりました。 

これを受けて、「北栄町教育大綱」を具現化するための基本となる計画として、「北

栄町教育大綱」の基本施策にそった３年間の重点施策や成果目標を定めた「北栄町教育

振興計画」を策定しました。今後は、行政評価を実施し、必要な施策を家庭、学校、地

域、行政が連携して、計画的・総合的に、そして着実に実施していきます。 

 具体的な年度計画については、ＰＤＣＡサイクルに沿って進捗管理を行いながら、年

度ごとの事業をまとめた行動計画を作成して実行していきます。 

 このことにより、北栄町教育の益々の向上を図り、強いては町の将来計画である「北

栄町まちづくりビジョン」におけるまちの将来像である「人と自然が共生し 確かな豊

かさを実感するまち」の実現を目指します。 

 

 

 

 

北 栄 町 教 育 委 員 会 

         教育長 別本 勝美 
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【趣旨】 

平成１８年１２月に約６０年ぶりに教育基本法が改正され、「人格の完成」や「個

人の尊厳」など、これまでの普遍的な理念を継承しつつ、教育の目的を実現するため

に達成すべき目標を新たに掲げるなど、新しい時代の教育の基本理念が示され、本町

においても平成１９年７月に北栄町教育ビジョンを定め、教育施策を推進してきまし

た。 

この度、平成２７年４月施行の「地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部

を改正する法律」により、教育委員会制度が変わり、北栄町教育ビジョンに変わって、

新たに「北栄町教育大綱」（以下「大綱」という）を定め、町長と教育委員会が教育

施策の方向性を共有し執行にあたることになりました。今回の北栄町教育振興計画

（以下本計画という）は、この「大綱」を具現化するために定め、学校・家庭・地域・

行政がそれぞれの役割を担いながら、お互いに連携し、必要な施策を計画的・総合的

に実施するために策定したものです。 

【位置づけ】 

本計画は教育基本法第１７条第２項の規定に基づくものであり、北栄町まちづくり

ビジョンとの整合性をはかり、平成２７年４月に定めた「大綱」の理念「学びを通し

て夢を実現する人づくり」を実現するよう努めるものです。 

 

北栄町まちづくりビジョン       文部科学省 教育振興基本計画 

    平成２７年９月改訂       ※計画期間：平成２０年度～２９年度  

  

整  合        参  照 

 

「北栄町教育大綱」             鳥取県教育振興基本計画                

※計画期間：平成２７年度～２９年度    ※計画期間：平成２６年度～３０年度 

 

          整  合          参  照 

              

「北栄町教育振興計画」 

          ※計画期間：平成２７年度～２９年度 

 

教育に関する事務の管理及び              数値目標「指標」一覧 

執行の状況の点検・評価（外・内部評価） 実績・成果    

（１）計画策定の趣旨・位置づけ 

第１章  北栄町教育振興計画策定の概要 
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教育基本法（平成１８年１２月２２日法律第１２０号）抜粋 

（教育振興基本計画） 

   第１７条 政府は、教育の振興に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るた

め、教育の振興に関する施策についての基本的な方針及び講ずべき施策その他必

要な事項について、基本的な計画を定め、これを国会に報告するとともに、公表

しなければならない。 

２ 地方公共団体は、前項の計画を参酌し、その地域の実情に応じ、当該地方公 

 共団体における教育の振興のための施策に関する基本的な計画を定めるよう努め 

 なければならない。 

 

（２）計画の対象期間 

本計画は、平成２７年度から平成２９年度までの３年間を期間とし、その間に取り

組むべき基本目標と各基本施策について記載し、最終年を文部科学省の第２期「教育

振興基本計画」の計画最終年と合わせています。 

（３）計画の進捗管理 

本計画の基本理念及び基本目標など今後、本町の「大綱」によって目指す目標を実

現するためには、計画策定後の進捗管理が重要であり、そのためにも「計画（Ｐｌａ

ｎ）－実行（Ｄо）－評価（Ｃｈｅｃｋ）－見直し（Ａｃｔｉоｎ）」を確立してい

きます。 

ＰＤＣＡサイクルの運用にあたっては、学識経験者、地域代表、保護者代表からな

る、北栄町教育行政評価委員会の外部評価、教育委員会委員による内部評価により事

業の妥当性や整合性について検証を行います。そして、その評価結果に基づき、次年

度以降に具体的に取り組む各種事業を検討していきます。 

 

 

※文部科学省 第２期教育振興基本計画参照 

（１）少子・高齢化・核家族化 

近年、少子・高齢化の進行に伴って、人口構造が大きく変化し、子ども人口の減少、 

高齢者人口の増加が顕在化しています。また、核家族化の進展により地域社会におけ

る結びつきが弱まり、地域の連帯感が薄れると同時に、子育ての悩みを抱える保護者

が増えてきています。このような状況の中で、子ども達の豊かな人間性を育むために

は、学校・家庭・地域がそれぞれの役割と責任を果たし、緊密な連携のもとに地域全

体で子ども達の成長を見守っていくことが大切です。 

第２章  教育をめぐる社会変化の動向 
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また、すべての住民が生涯を通じてあらゆる場面で主体的に学び続けることが出来 

るよう、学習環境を整備していくことが必要です。 

■これからの教育に求められること■ 

 

①  人口が減少する中で、活力ある社会を構築するためには高齢者や女性、障が 

いのある人などを含む全員参加型の社会が求められます。 

そのためには、生涯にわたって学び続けることが可能な社会づくり、安心して 

子どもを産み育てられる環境整備。障がいの有無を問わず誰でもが住みやすい社 

会づくりに向けた教育を推進する必要があります。 

②  少子・高齢化が進行した人口減少社会にあっては、個人の多様性が重視され、 

一人ひとりが個性と能力を最大限に生かし、なおかつ共に助け合っていく社会の 

構築に向けた教育が求められます。 

 そのためには、まず「自立」した個人の育成に向け「生きる力」を子どもたち 

一人ひとりに身に付けさせ、社会的自立の基礎を養う必要があります。 

 

（２）国際化・グローバル化 

  環境や資源の問題など、あらゆる分野で国境を越えた相互依存関係が加速していま

す。国際社会を主体的に生きる人材を育てるためには、国際理解教育や外国語学習を

推進していくほか、わが国や北栄町の伝統文化を理解し、尊重する態度を育む教育が

必要です。また、外国籍の児童生徒の増加に伴い、日本語指導などの支援を行ってい

く必要があります。 

■これからの教育に求められること■ 

 

①  グローバルな社会を生きていくため、キャリア教育の一層の推進を図り、社 

会的・職業的自立に向け必要となる知識・能力を身に付けさせるとともに、職 

業を通じて社会の一員としての役割、価値を自らが見出すことの出来る子ども 

の育成を目指す必要があります。 

②  日本がグローバル化社会において存在感を示していくためには、自らの国、地 

域の伝統や文化について理解を深め、尊重するとともに、グローバルに活躍する 

人材の育成、社会の各分野をけん引するリーダーを育成していく必要があります。 

 

（３）高度情報化 

  近年、インターネットや携帯電話をはじめとする、ＩＣＴ（情報通信技術）の発達

と普及が飛躍的に進み、社会の情報化が急展開し、経済の仕組みや社会活動のスタイ

ルが大きく変化して生活が豊かに便利になる一方、インターネットや携帯電話を介し

た犯罪も増加しています。 
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情報機器についての正しい知識を身につけるため、情報活用能力を育成するととも

に情報セキュリティーや情報モラルの確保に努めていくことが必要です。 

 また、ＩＣＴ環境の更なる充実を図り情報機器をさまざまな場面で効果的に活用す

る環境を整備していくことが必要です。 

■これからの教育に求められること■ 

 

①  情報化が進行する社会においては、個人情報の流出やプライバシーの侵害,イン 

ターネット犯罪や有害情報など、情報モラルの問題をはじめとして、様々な課題 

   への対応が必要となります。 

②  学校での教科指導においては、一方向・一斉型の授業だけではなく、ＩＣＴ

を活用しながら、個々の能力や特性に応じた学びを通じ基本的知識・技能の確

実な習得を行う事が必要です。 

また、同時に、教員の多忙な状況を鑑み、教科指導等に要する時間を確保でき 

るよう、ＩＣＴなどを活用した公務の効率化を図ることが必要です。 

 

（４）地球環境・資源エネルギー問題 

  これまでの大量生産、大量消費の経済活動や生活様式は、生活の利便性、快適性を

飛躍的に高めました。反面、地球温暖化や食糧、エネルギーなどの様々な問題が深刻

化しています。 

 このような中で、限りある資源を大切にし、地球規模で環境保護に取り組むととも

に、身近な自然にも目を向け、一人ひとりが地球的視野を持ち環境について考え、取

り組まなければなりません。 

■これからの教育に求められること■ 

 

①  地球環境問題などの課題の解決に日常生活や経済活動などの身近なところから 

取り組み、持続可能な社会の担い手となることが求められています。子どもたち 

が自分の周りの環境との関係性の中で生きていることを認識し、その持続可能な 

社会の構築に向け意識の醸成を図ることが必要です。 

 

(５）生活意識の変化と価値観の多様化・社会のつながりの希薄化 

 都市化・過疎化の進行、家族形態の変容、価値観やライフスタイルの多様化などに

より、地域社会での人のつながりや、支えあいが薄れてきています。 

このことは、家庭や地域の教育力の低下にもつながって来ており、憂慮しなければ

ならないところです。 

 子どもは、安定した信頼関係のある大人や地域の中で、社会のルールを身に付けて

いきますが、こうした大人や社会とのつながりの希薄化が、規範意識の低下の一因と

もなっています。 
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■これからの教育に求められること■                       

 

①  地域社会における子どもたちの活動の場を確保し、乳幼児期からの遊びも含 

め、集団の中で様々な活動を経験させる必要があります。子どもたちは、家族や 

学校だけの生活では、人間関係が狭くなりがちです。そのためにも、開かれた学 

校づくり、地域住民の学校支援や地域活動への子どもの参加などを促進すること 

が求められています。 

②  人と人とのつながりを深めるため、文化芸術やスポーツの果たす役割は大き 

いものがあります。人が人として生きる糧となる文化芸術や、健康な心身の保持 

増進に重要な役割を果たすスポーツ活動の一層の促進が求められます。 

 

（６）東日本大震災からの教訓（安全・安心に対する意識） 

  平成２３年３月１１日に発生した、東日本大震災は、地震・津波だけではなく、原

子力発電所の事故を伴う未曾有の大災害となり、災害時における児童生徒の避難体制

や施設の耐震性など学校における安全、安心な環境の確保の必要性、地域のつながり

の重要性などが再認識されました。 

また、自然災害ばかりではなく、人々の安全が脅かされる事件も全国的に多発して

おり、子どもや高齢者、女性など社会的に弱い立場にある人が被害者となる事件が後

を絶ちません。 

学校においては、いじめ、不登校などの問題行動が依然として発生しており、子ど

もたちが好ましい人間関係の中で安定した学校生活を送る事が出来る環境の整備が急

務となっています。更には、子どもたちを取り巻く状況は、予測の出来ないことが生

じる恐れもあることから、自ら考え行動する力の育成が求められます。 

■これからの教育に求められること■ 

 

 

①  地震などの自然災害の危険から子どもたちの安全・安心を確保することが必 

要です。 

   学校施設は、子どもたちの学習・生活の場であるとともに災害時には地域住 

民の避難場所としての役割も担います。そのための整備が必要です。 

②  事件、事故から子どもたちを守るため、通学路の安全確保、地域社会や家庭と 

の連携強化による組織的な取り組みを進める必要があります。 

 

③  子どもたちが安心して学校生活を送る中で、学業に励み、心身の健全な成長が 

促されるような学級集団づくりや、生徒指導、教育相談、ハイパーＱU・いじめ 

調査などによる子どもたちの状況把握を行い、いじめなどの早期発見、早期対応 

に取り組むことが必要です。 
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（１）北栄教育の概要 

  本町には、町立認定こども園（北条・大誠・由良・大谷）４園、私立保育所２園（北

条みどり保育園、栄保育所）、町立小学校（北条・大栄）２校、中学校（北条・大栄）

２校、県立鳥取中央育英高等学校、中央高等学園専修学校があります。 

 そのうち町では、町立認定こども園、小・中学校を管轄しています。 

  町立認定こども園入所園児数は４７０人、町内私立を含む広域保育入所園児数は１

６４人、小学校児童数は、８０２人、中学校生徒数は４１２人、教職員数は小中学校

併せて１３４人（内町費負担職員 18 人含む）です。（平成２７年５月１日現在）また、

学校給食センターは１施設あり町内４小中学校と、北条こども園４・５歳児に給食を

提供しており、食数は１，４５８食／日で、調理業務は平成２６年度より民間委託と

なっています。 

 社会教育施設としては、図書館１館１室、公民館２館（内１館は指定管理委託）、

人権文化センター１館（児童館含む）、歴史民俗資料館１館があります。 

体育施設として野球場（２）、体育館（６）、運動場（２）、多目的広場（１）、プ

ール（１）があり、（一財）北栄スポーツクラブが指定管理を行っています。 

  文化財に於いては、国史跡の鳥取藩台場跡由良台場跡、東高尾観音寺収蔵仏の国指

定重要文化財など国・県・町指定文化財が３６件あります。 

  教育予算では、平成２７年度一般会計当初予算額が９６１，１２５千円で、全予算

に占める割合は１１．９％で、対前年比１５５．５％となりました。 

  主な要因は、大栄中学校プール改修工事、大栄体育館耐震化工事等の施設整備費に

よるものです。 

 ≪過去５年間の教育費と一般会計予算に占める割合≫  （単位：千円・％）      

 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 Ｈ２６年度 Ｈ２７年度 

教育費 ５８２，７３５ ４９８，９６３ ５３８，６６３ ６１８，０６３ ９６１，１２５ 

比 率    ８．０ ６．６ ７．２ ８．６ １１．９ 

  

 

  教育委員会は、５人の教育委員で構成され、法令、条例に基づき、教育に関する事

務を管理、及び執行しており、その権限に属する事務を執行する事務局として、教育

長の指揮監督のもと、教育総務課(こども園・小・中学校含む)、生涯学習課、図書館、

中央公民館があります。   
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          北栄町教育委員会の組織機構図 

 ≪教育委員会≫ 

   ｜ 

 教 育 長    教育総務課      学校教育室    小学校２校                                        

中学校２校 

                              学校給食センター 

 

                    子育て支援室    認定こども園４園 

 

 

 

          生涯学習課     文化スポーツ推進室  Ｂ＆Ｇ海洋 

センター 

                               歴史民俗資料館 

 

                    人権教育推進室    北栄人権文化 

センター 

               中央公民館   中央公民館大栄分館 

 

               図 書 館   図書館北条分室 

 

（２）乳幼児教育・保育について 

  本町における平成２７年４月１日現在の未就学児（０歳～５歳児）は、７６０人と

なっており、その内４５０人が町内公立認定こども園に１６０人が町内私立及び広域

園へ就園しています。 

 乳幼児期は、生涯にわたる人間形成の基礎を確立する最も大切な時期にあたり、認

定こども園をはじめ、町内私立保育所（園）では幼児の発達の段階に適した環境づく

りに努めるほか、北栄町こども園保育・教育目標である「心身ともに健やかな子ども

の育成」に取り組んでいます。 

このような中、社会の変化に伴い小学校との連携、幼児教育と保育の連携、発達支

援など保護者のニーズに応えられるような施策の一層の推進が求められます。 

加えて、平成２７年４月より「子ども子育て支援新制度」の運用が開始され、本町に

於いては、町内公立４園をすべて「幼保連携型 認定こども園」としました。 

このことにより各年齢の発達を見通した教育・保育に取り組め、加えて保育教諭の

研修体制の充実が図られ、資質向上につながっているものと考えています。 
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教育・保育の量の見込みと確保方策等 

年度

認定区分

量の見込み
認定こども園

保育所

2 355 40 185

194 30 393 68 194

7 365 40 185 6 356

確保方策
30 393 68 194 30 393 68

1号 2号 3号 1号 2号 3号

3～5歳 ０歳 1・2歳 3～5歳 ０歳 1・2歳 3～5歳 ０歳 1・2歳

40 185

平成27年度 平成28年度 平成29年度

1号 2号 3号

認定こども園

保育所 194 30 393 68 194

地域型

保育事業

合　計

確保方策
30 393 68 194 30 393 68

0 0 0

30 393 68 194 30 393 68 194 30 393 68 194

0 0 0 0 0

確保方策
30 393 68 194 30 393 68 194

認定こども園

保育所

0 351 40 185 0 351 40 185

認定区分

量の見込み

1号 2号 3号 1号 2号 3号

3～5歳 ０歳 1・2歳 3～5歳 ０歳 1・2歳

年度 平成30年度 平成31年度

0 0 0 0

0 0 0 0

30 393 68 194 30 393 68 194

地域型

保育事業

合　計

確保方策
30 393 68 194 30 393 68 194

0 0 0 0

認定こども園

保育所

 

≪町内公立４園の定員と入所数≫ 

０才児 １歳児 ２歳児

２号認定 １号認定 ２号認定 １号認定 ２号認定 １号認定

定員 15 25 34 43 3 43 3 43 3 212
入所数 18 22 42 33 0 39 1 44 1 200

定員 15 17 20 31 3 28 3 37 3 157
入所数 9 28 21 32 0 22 0 39 0 151

定員 15 20 18 19 2 29 2 29 2 136
入所数 12 14 16 30 0 23 0 21 0 116

定員 5 10 10 11 2 9 2 9 2 60
入所数 6 8 10 7 0 6 0 4 0 41

大誠こども園

由良こども園

大谷こども園

平成２７年度末見込数 合計
３号認定

３歳児 ４歳児 ５歳児

北条こども園

 

（３）子育て支援について 

本町では、地域全体で子育てを支える体制づくりとして、子育て支援の拠点の整備

を進めてきております。 

平成２４年度に認定こども園（公立）３園、平成２７年度には１園を開設し、この

４園において地域子育て支援拠点事業に取り組んでいます。現状としては、子育て支

援の各種機関が行う行事等に重複利用する保護者がいる一方で、全く利用しない保護

者も少なくありません。そこで、現在行っている地域子育て支援センターにおける相

談機能を、より一層充実していく必要があります。 

また、子育て家庭に対する情報収集と広報宣伝に積極的に努め、特に孤立しがちな

保護者への情報発信をはじめとした支援の在り方について検討していく必要がありま

す。その他の子育て支援事業に於いても、「子どもの育ち」「親の育ち」「親が行う

子育て」を支援していけるよう取り組んでいきます。 

-8-



 

 

 

≪子育て支援センター利用者推移≫            （単位：人） 

センター名 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 H２６年度 

北条子育て支援センター 
３,０４６ ２,８２９ 

２,１１４ ２,７８７ ２,１９１ 

大誠子育て支援センター １,４６９ ２,６５８ ２,６０３ 

≪ファミリー・サポート・センター事業推移≫       （単位：人）  

 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 H２６年度 

利用件数（件） １０６ ６２ ７２ ２６ ５３ 

提供会員数（人） １１ ２６ ２８ ３２ ３７ 

依頼会員数（人） ３７ ７３ ９３ １０１ １１０ 

両方会員数（人） １１ １６ ２２ ２１ ２６ 

会員合計（人） ５９ １１５ １４３ １５４ １７３ 

（４）学校教育について 

①児童生徒数の推移 

本町には、小学校が２校、中学校が２校それぞれ旧町単位で設置されております。 

児童生徒数は、小中学校とも緩やかな減少傾向にあります。小学校では当分の間は

適正規模と言えますが、中学校に於いては、やや小規模化の傾向が始まってきていま

す。 

≪児童生徒数の推移≫                              

■平成２２年度～平成２６年度                    （単位：人）       

 学 校 名 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 Ｈ２６年度 

北条小学校 ４２５ ４１５ ４１０ ４１３ ４０６ 

大栄小学校 ４２９ ４４２ ４３３ ４１６ ３８９ 

  小  計 ８５４ ８５７ ８４３ ８２９ ７９５ 

北条中学校 ２１９ ２２５ １９３ １９９ １８９ 

大栄中学校 １９１ １７７ １９１ ２１１ ２３０ 

  小  計 ４１０ ４０２ ３８４ ４１０ ４１９ 

 

■平成２７年度～平成３１年度推計                  （単位：人）  

学 校 名 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 Ｈ３０年度 Ｈ３１年度 

北条小学校 ４０８ ３９８ ３９８ ３９４ ４０６ 

大栄小学校 ３９４ ３８７ ３６８ ３８４ ３７４ 

 小  計 ８０２ ７８５ ７６６ ７７８ ７８０ 
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学 校 名 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 Ｈ３０年度 Ｈ３１年度 

北条中学校 １９４ ２０７ ２１２ ２１５ ２０３ 

大栄中学校 ２１８ ２１５ ２０９ ２１０ ２０２ 

 小  計 ４１２ ４２２ ４２１ ４２５ ４０５ 

②特別支援教育について 

本町では、小学校・中学校に特別支援学級を設置し、一人ひとりの児童生徒に応じ

た教育を実施しています。また、通常の学級に在籍する困り感を持つ児童生徒へは、

平成１７年度から通級指導教室の「ことばの教室」、平成２５年度からは「まなびの

教室」を設置し、生活や学習におけるつまずきや困り感を軽減するために一人ひとり

に合わせた指導を行っています。さらに、町独自に特別支援教育補佐員を各校に配置

しています。 

 乳幼児期から早期に支援を要する子どもの把握に努め、平成２７年度より出生から

義務教育終了段階まで切れ目なく支援を行うため、発達支援体制づくりの取り組みを

始めました。発達障がい等の正しい理解が深まり、一人ひとりの特性にあわせた指導・

支援が提供できる体制づくりの整備が必要です。 

≪特別支援学級入級児童生徒数≫            （単位：人）                            

 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 H２６年度 

小 学 校   １９   ２６   ３３   ４５   ４８ 

中 学 校    ９   １２   １３   １５   １５ 

③ いじめ・不登校について 

いじめに対しては、各種調査の実施による現状把握、教育相談、心の教室の設置な

どで未然防止、早期発見、早期解決に努めています。しかしながら、重大ないじめは

発生していないものの、調査においていじめを受けたと回答している児童生徒が存在

していることから、一層の指導の徹底を図らなければなりません。 

  不登校については、年間３０日以上欠席した不登校の小中学生は平成２５年度まで

増加傾向でしたが、平成２６年度は減少しました。しかしながら、中学校の不登校の

出現率が２．６３％であり、全国とほぼ同様の状況となっており、生徒へのきめ細や

かな指導、家庭との連携、小中連携、相談体制の強化が必要です。 

また、学校が隣接する立地条件を活かした、小中連携 の取り組みを北条地区では

「プロジェクトＸ」として平成２１年度から、大栄地区に於いては「レインボープラ

ン」を平成１９年度から取り組んでいます。 
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≪不登校児童生徒の出現率の推移≫              （単位：％） 

年  度 
小 学 校 中 学 校 

北栄町 鳥取県 全国 北栄町 鳥取県 全国 

Ｈ２２年度 ０．２３ ０．３３ ０．３２ １．９５ ３．１４ ２．７３ 

Ｈ２３年度 ０．１２ ０．３４ ０．３３ １．７４ ２．８７ ２．６４ 

Ｈ２４年度 ０．００ ０．３７ ０．３１ ２．６５ ２．３１ ２．５６ 

Ｈ２５年度 ０．１２ ０．４２ ０．３６ ３．４１ ２．３７ ２．６９ 

Ｈ２６年度 ０．００ ０．４６ ０．３９ ２．６３ ２．７２ ２．７６ 

④ 学力実態について 

学校では、児童生徒が生涯を見据えて学ぶ意義や目的を見出し、夢や目標を持ち、

それに向かって進んでいく力を養い、自分らしい生き方を実現していくための学力を

培っていくことが重要です。平成２７年度の全国学力・学習状況調査では、小学校の

正答率は国語・算数・理科ともに県・全国平均を上回るか同等、中学校の正答率は国

語・数学ともに県・全国平均ともにほぼ同等の結果となっています。 

結果分析によると、全般的に基礎的・基本的な学力はあるものの、全国と同様に課題

を解決するための活用力が弱いという結果が出ています。日々の授業に於いては、基

礎的・基本的な知識・技能を確実に習得させ、これらを活用して課題解決を図ること

が出来るために必要な思考力・判断力・表現力を育む授業改善をしていく必要があり

ます。 

また、つまずきのある児童生徒への補充学習や、家庭との連携を図りながらの学習

習慣の定着を目指した取り組みも必要です。 

さらにより分かりやすい授業をするためにＩＣＴの活用も積極的に取り入れた学習 

を進める必要があります。 

 

≪平成２７年度全国学力・学習状況調査 質問紙調査結果≫  

 【小学６年生】 学力状況調査 平均正答率     （単位：％） 

教 科 名 北 栄 町 鳥取県（公立） 全国（公立） 

国 語Ａ ７１．８ ７１．５ ７０．０ 

国 語Ｂ ６６．１ ６６．８ ６５．４ 

算 数Ａ ７６．１ ７４．６ ７５．２ 

算 数Ｂ ４４．４ ４５．２ ４５．０ 

理  科 ６４．６ ６０．１ ６０．８ 
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【中学３年生】 学力状況調査 平均正答率      （単位：％） 

                

 

【小学６年生】 生活、学習習慣の面での全国比較表          （単位：％）                                                    

質問事項 北栄町 
全国 

（公立） 

全国との 

比較 

授業の中で分からないことがあったら、友達に聞きますか ６０．４ ３０．８ ２９．６ 

今住んでいる地域の行事に参加していますか ８５．１ ６６．９ １８．２ 

５年生までに受けた授業の最後に、学習内容を振り返る活動をよく行っ

ていたと思いますか 
９３．３ ７５．３ １８．０ 

将来、理科や科学技術に関係する職業に就きたいと思いますか ２０．２ ２８．８ △８．６ 

学習塾（家庭教師を含む）で勉強していますか ３５．８ ４７．０ △１１．２ 

地域や社会を良くするために何をすべきかを考えたことがありますか ２９．４ ４４．８ △１５．４ 

 

【中学３年生】 生活、学習習慣の面での全国比較表          （単位：％）                        

質問事項 北栄町 
全国 

（公立） 

全国との 

比較 

今住んでいる地域の行事に参加していますか ７６．２ ４４．８ ３１．４ 

１．２年のときに受けた授業で扱うノートには、学習の目標（めあて・ねらい）

と、まとめを書いていたと思いますか 
９４．８ ７３．７ ２１．１ 

１．２年のときに受けた授業のはじめに目標（めあて・ねらい）が示されていた

と思いますか 
９８．５ ７９．７ １８．８ 

家で、学校の予習をしていますか ２０．９ ３５．３ △１４．４ 

学校の授業時間以外に、普段（月～金）、１日当たりどれくらいの時間、勉強を

しますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師に教わっている時間も含む）２

時間以上勉強している 

１３．４ ３５．７ △２２．３ 

学習塾（家庭教師を含む）で勉強していますか ３５．８ ６０．９ △２５．１ 

⑤ 児童生徒の運動能力について 

小学５年生、中学２年生を対象に悉皆調査で行われた平成２６年度の鳥取県体力･

運動能力調査によると、小学５年生、中学２年生男女の総合評価でＡ・Ｂの出現率が

県・国平均を上回り、Ｅの出現率では、県・国平均を下回る結果となっています。 

教 科 名 北 栄 町 鳥取県（公立） 全国（公立） 

国 語Ａ ７５．５ ７６．９ ７５．８ 

国 語Ｂ ６６．１ ６６．２ ６５．８ 

数 学Ａ ６７．５ ６４．３ ６４．４ 

数 学Ｂ ３９．４ ４１．２ ４１．６ 

理  科 ５３．１ ５３．０ ５３．０ 
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今後も発達に応じた適正な指導を行い、Ａ・Ｂ評価の向上に努め、主体的に運動に

取り組む児童生徒の育成が必要です。 

また、中学生の部活動においては少子化の影響により希望する部の減少や、団体競

技のチーム編成に支障が出るなど課題があります。 

≪平成２６年度児童生徒の体力・運動能力の状況≫ 

※ 各テストの成績を「項目別得点表」に基づき、１点から１０点の１０段階で評価し、

次に８種目の得点を合計しその合計得点を「総合評価基準表」に基づきＡからＥの５

段階で評価している。 

【小学５年生】                          （単位：％） 

 区 分 男    子 女     子 

北栄町 鳥取県 全  国 北栄町 鳥取県 全  国 

 

総合評価 

 

Ａ ２０．５ １１．５ １１．２ １９．４ １５．３ １２．９ 

Ｂ ３２．１ ２７．１ ２４．９ ２４．２ ３０．４ ２５．４ 

Ｃ ２４．４ ３６．４ ３４．２ ４１．９ ３４．５ ３５．１ 

Ｄ １７．９ １８．８ ２０．９ １１．３ １５．７ ２０．３ 

Ｅ ５．１ ６．２ ８．７ ３．２ ４．１ ６．３ 

【中学２年生】                            （単位：％） 

 区 分 男    子 女     子 

北栄町 鳥取県 全  国 北栄町 鳥取県 全  国 

 

総合評価 

 

Ａ １５．４ ６．７ ７．０ ４２．４ ２６．４ ２５．０ 

Ｂ ３３．８ ２７．０ ２５．４ ３４．８ ３３．７ ３２．３ 

Ｃ ２９．２ ３８．６ ３５．１ １６．７ ２８．５ ２８．１ 

Ｄ ２０．２ ２１．６ ２０．３ ４．５ ９．５ １２．２ 

Ｅ １．５ ６．２ ６．３ １．５ １．８ ２．３ 

                      ※鳥取県体力･運動能力調査結果より 

 

≪中学校の部活動の状況≫         平成２７年５月現在 （単位：人） 

 

部 活 動 名 

       北条中学校       大栄中学校 

男 子 女 子 計 男 子 女 子 計 

野球 １８ ― １８ １９ ― １９ 

卓球 ９ ２ １１ ２２ ８ ３０ 

ソフトボール ― １７ １７ ― ― ― 

陸上競技 ― ―     ― １０ ８ １８ 

バスケット（男） １４ ― １４ １５ ― １５ 

バスケット（女）  １３ １３ ― １１ １１ 

サッカー ２８ ― ２８ ― ― ― 
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部 活 動 名 

北条中学校 大栄中学校 

男 子 女 子 計 男 子 女 子 計 

バレーボール ― ― ― ― １６ １６ 

ソフトテニス ― １６ １６  １６ １６ 

バドミントン １４ １４ ２８ １６ １６ ３２ 

剣道 ５ 0 ５ ６ ４ １０ 

柔道 ― ― ― ９ ３ １２ 

美術 ８ ４ １２ ― ― ― 

吹奏楽  １４ １４ ３ １５ １８ 

文化 0 ― ― １１ １０ ２１ 

未加入 １５ ３ １８    

（５）教育環境について 

 ①安全、安心な教育環境と施設設備整備 

学校施設は、児童生徒が安心して学び、生活する場であるとともに、災害時に於い

ては地域住民の避難場所となる身近な公共施設です。 

本町では、すべての小中学校で構造体（校舎・体育館）の耐震化を終えていますが、

今後は非構造材（天井、照明、窓ガラス等）の耐震化、長寿命化工事などに取り組む

必要があります。 

特に、大栄小学校は築４０年、大栄中学校に於いては築５０年となり計画的な修繕、

改修が必要です。 

これら学校施設設備については定期的に巡回点検を行い、事故防止、環境整備に努

めています。また、ＩＣＴを活用した教育環境整備の充実を図ることで、子どもたち

の学習意欲の向上、わかりやすい授業の実現に努めていくことが必要です。 

② 校内外の安全確保  

近年、不審者による犯罪、通学路における交通事故などが全国で相次いでいます。

本町に於いても、児童生徒の登下校時の安全対策が必要であり、学校での指導、地 

域の見守りなど多くの方にご協力いただいていますが、児童生徒に於いても「自分の

身は自分で守る」と言う、危機対応能力を育む取り組みが必要です。 

（６）教育委員会運営について 

  教育委員会の活動は、毎月１回の教育委員会定例会、不定期で臨時会を開催してい

ます。また、年２回の町内こども園、小中学校計画訪問、町、学校等が主催する行事

への参加、県、市町村教育委員会連合会関係の研修会にも参加しています。 

本年４月より教育委員会制度が改正され、より民意を反映した教育行政を推進して

いかなければならないところです。 
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（７）生涯学習(人権・社会教育（家庭教育・青少年育成）・スポ

ーツ・文化)について 

①人権教育・啓発 

平成２５年度に一人ひとりの人権が尊重されるまちづくりをより推進するため、「人

権を尊重するまちづくり推進計画」を策定し、新たに生活困窮者やインターネット上

における差別書き込み、プライバシー情報の公開などに関する問題、原発事故に伴う

差別や風評被害の問題なども含めながら分野を１４に拡充・整理し、取り組みを進め

ています。 

そして、これらの人権問題を幅広く学ぶため、従来取り組んでいた「小地域懇談会」

を「人権を学ぶ会」と名称変更し、参加しやすい内容に改善を行いました。 

その結果、減少傾向に歯止めをかけることは出来ましたが、参加者数は伸び悩んで

います。なお人権侵害・差別の実態がある中、地域における人権尊重に対しての雰囲

気の醸成と一人ひとりの人権意識の高揚のため、粘り強く様々な取り組みを進める必

要があります。 

≪人権を学ぶ会参加者≫                    （単位：人） 

年    度 H22 H23 H24 H25 H26 

人権を学ぶ会の参加

者数（自治会参加者） 
1,202 1,080 1,008 1,074 1,053 

② 社会教育 

生涯学習出前講座のメニューを増やし、地域、グループ等のニーズに応じた学習の

提供に努め、生活に必要な社会生活のルールから心身ともに豊かに生活するための健

康・文化・スポーツなど幅広いつながりの学びを提供し、気軽に学習できる仕組みや

情報提供をすることで参加者が増えてきました。しかし、地域における町民同士の関

係の希薄化から行事などをすることが困難になっているなどの課題を抱えています。 

≪生涯学習出前講座参加者≫                  （単位：人） 

年度 H22 H23 H24 H25 H26 

生涯学習出前講座の

参加者数 
－ 315 987 995 1,923 

③ 家庭教育の推進・青少年の健全育成 

家庭や地域の教育力の向上及び雰囲気の醸成に「家庭教育１２か条」「あいさつ運

動」などを通して取り組み、心豊かでたくましい青少年を育むため、家庭や地域に対

する学習機会を提供していますが、少子化、情報化による様々なメディア利用の普及、 
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 生活様式の多様化、社会のつながりの希薄化など、家庭や青少年を取り巻く環境の急

速な変化により生じた様々な課題を抱えています。 

④ スポーツの振興 

町民が自主的、主体的にスポーツに取り組む仕組みとして「総合型地域スポーツク

ラブ」を導入し「一般財団法人 北栄スポーツクラブ」を中心に取り組み、また、スポ

ーツ推進員を中心に様々なスポーツ・レクリエーションの普及に取り組むなど、町民

のニーズに応じたスポーツ・レクリエーションができる環境を整え、スポーツの振興

に取り組んでいますが、十分に浸透しているとはいえない状況もあります。 

≪北栄スポーツクラブへの加入状況≫             （単位：人） 

年    度 H22 H23 H24 H25 H26 

加入者数の状況 917 923 903 967 998 

⑤ 文化の振興 

文化的な活動では、全国に誇れる芸術、文化財、史跡があり、「由良だんじり」など

伝統芸能の伝承も行われていますが、その存在や価値については町民に十分認知され

ていない状況があります。また、文化・芸術活動に活発に取り組んでいる人もいます

が、反面それら人々の固定化、高齢化などの課題も見受けられます。 

 

（８）公民館について 

中央公民館及び大栄分館において、住民が主体的に学習が出来るよう、多様な学習

機会と情報の提供をはじめ、さまざまな生涯学習活動の支援をしていますが、ここ近

年の社会情勢や生活環境の変化に伴う町民や地域の学習ニーズや課題は多様化してい

る現状があります。 

この町民や地域の多様なニーズ等に対応するために、さらに地域に根差した集い、

学ぶ場所や体験活動等の学習機会を積極的に提供するとともに、各種指導者の育成や

自主的に活動・運営ができる団体リーダーとなる人材育成の支援が必要となります。 

≪公民館利用者≫                     （単位：人） 

 名    称 H22 H23 H24 H25 H26 

中央公民館 16,030 16,064 16,437 16,576 16,042 

中央公民館大栄分館 39,116 41,728 40,258 41,047 41,748 

（９）図書館について 

図書館は、北栄町図書館と北条分室（中央公民館内）がそれぞれ旧町単位で設置さ

れており、ともに図書館システムで結ばれ利用者に資料提供を行っています。また、 小  
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学校２校、中学校２校それぞれの学校図書館ともネットワークが構築されており、公

共図書館として資料提供等の支援を行っています。 

図書館は、生涯学習のための知の拠点として中核的な役割を果たします。今後予想

される社会の変化に伴い、人々の多様化するニーズに対応できるよう管理運営機能を

充実・強化させ、情報サービスの高度化を図ることが求められています。 

町民の抱えている様々な問題等に対し、「探して、調べて、提供する」課題解決型

の図書館、役に立つ図書館をめざし、町民の暮らしに根付く情報拠点の場となる取り

組みがますます必要となります。         

 ≪図書館貸出冊数・来館者数≫           （単位：冊・人）   

項  目  施設名 Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ 

 

貸出冊数 

図書館  69,900   68,459   67,334   64,838 62,497 

北条分室   24,243   24,628    25,177   26,157 25,125 

 

来館者数  

図書館 37,367 41,960 50,761 49,323 47,964 

北条分室 12,756 12,878 13,280 13,428 19,150 

 

 

基本理念  「学びを通して 夢を実現する人づくり」 

北栄町では、美しい白砂青松と肥沃な黒ぼく大地などの恵まれた自然環境や、永年

培われてきた歴史や伝統、文化など誇るべき財産を守り、北栄町が確実に前進し、町

民一人ひとりが物理的な豊かさはもちろんのこと、安心して心豊かに暮らしているこ

とを実感するまちの将来像を「人と自然が共生し 確かな豊かさを実感するまち」を

まちの将来像として取り組んでいます。 

この町の将来像を、教育を通して実現するために、豊かな自然と一人ひとりが大切

にされる環境の中で、子どもから高齢者までのすべての町民が、自分の目標に向かっ

て楽しく学ぶことにより、持てる力を高め、新しい学びを習得し、幸せで、充実した

人生、より良い社会、魅力ある地域を創っていくために、自分の夢を実現することの

できる「人づくり」を目指すため、基本理念として「学びを通して 夢を実現する人

づくり」を掲げました。 

≪「北栄町教育大綱｣模式図・・・・・・・巻末参考資料参照≫ 

 

第４章  本計画における基本理念 
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本計画では、子育て、教育、生涯学習の３本の柱を立て、それぞれの視点から計画

期間中（平成２７年度～平成２９年度）の基本目標を定めました。 

■基本目標Ⅰ 「子育てなら北栄町」 

楽しみながら子どもを育てることのできる家庭・地域・こども園・保育所（園）を

目指します。 

■基本目標Ⅱ 「教育なら北栄町」 

  学び合いながら、子どもや青少年が夢や志を持つことのできる学校を目指します。 

■基本目標Ⅲ 「住み続けるなら北栄町」 

町民みんながいきいきと暮らすことのできる、活力ある地域づくりを進めます。 

 

 
計画期間中に基本目標を具体化するため、２０の基本施策を設定しました。 

施策の柱は、平成２４年８月成立の「子ども・子育て支援新法」のもとに定めた、 

「北栄町子ども・子育て支援事業計画」、教育基本法第１７条、文部科学省の定めてい

る第２期教育振興基本計画（平成２５年～平成２９年）等を参照しながら、本町の課題、

特徴的な事項を町長・教育委員会で協議し「北栄町教育大綱」で定めました。 

≪「北栄町教育大綱｣平成２７年度具体的施策体系図巻末参考資料参照 

（1）基本目標Ⅰ 「子育てなら北栄町」 

≪基本施策Ⅰ―①すこやかな発育支援≫ 

【 目 標 】 

幼保連携型認定こども園により「子育ち」「子育て」への総合的な支援を行います。 

発育、発達に心配の見られる子どもへ早期に適切な対応が行われるよう健診や相談体

制を充実し関係機関とのネットワークを強化するとともに、子ども一人ひとりの状況

に応じた支援を的確に切れ目なく行うための体制を整備します。 

【重点施策】 

・早期から支援を切れ目なく行うための体制や連携の構築を図ります。 

第６章 本計画の基本施策 

第５章  本計画の基本目標 
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【具体的事業】 

・養育訪問事業 

・特別支援担当者研修 

・園内の特別支援体制の整備 

・支援に関わる職員の研修 

・早期からの「個別の支援計画」の作成と活用 

・園訪問 

 

成果指標 現状値(平成２６年度) 目標値(平成２９年度) 

子ども一人ひとりの状況

に応じた早期からの発達

支援を切れ目なく行う。 

福祉課・健康推進課・教育

総務課の３課が連携をと

り、子どもの発達支援を進

めることについて検討す

る。 

各課という枠組みではな

く、町全体で、生後から生

涯にわたる発達支援ができ

る体制を構築する。 

≪基本施策Ⅰ－②未就園乳幼児への支援≫ 

【 目 標 】 

未就園乳幼児を抱える子育て家庭の状況把握に努め、出産後の保護者の育児不安軽

減や養育のため、指導員の全家庭訪問や子どもたちが健やかに成長できるよう、乳幼

児とその保護者同士の交流の場の提供や、子育てに対する不安解消のため、いろいろ

な相談に応じたり、子育てに関する情報を発信したりする子育て支援センターを運営

して支援します。 

一時的に家庭での保育が困難になった場合には、認定こども園・保育園で一時的に

乳幼児を預かり支援を行います。 

【重点施策】 

大誠子育て支援センターに、乳幼児とその保護者が相互交流を行う子育て支援セン

ターの機能を集約し拡充します。 

【具体的事業】 

・地域子育て支援拠点事業 

・一時預かり事業                       

・ブックスタート事業 

・おはなし会 

成果指標 現状値(平成２６年度) 目標値(平成２９年度) 

子育て支援センター年

間利用世帯数(北条・大

誠) 

 

 ４，７９４世帯 

（延世帯数） 

 

   ５，０００世帯 

（延世帯数） 
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≪基本施策Ⅰ－③幼児教育・保育の充実≫ 

【 目 標 】 

生涯にわたる人格形成の基礎を培う幼児教育の重要性を踏まえ、認定こども園（幼

保連携型）により教育・保育課程に基づいて一人ひとりの発達に応じたきめ細やかな

教育・保育を行います。 

子ども・子育て支援法等に基づく新たな制度の構築により、質の高い幼児教育・保

育を提供するための更なる条件整備を図ります。 

園内研修の充実を図るとともに各種研修会に積極的に参加し、職員の資質向上に努

め、教育・保育の充実に努めます。 

【重点施策】 

由良こども園の増改築を行い、園児の受け入れ体制、機能の充実を図ります。 

【具体的事業】 

・町幼児教育研究会 

・全園認定こども園（幼保連携型）に統一 

・部長研修 

・由良こども園の改修設計   

・園内研修の充実 

・保育環境の改善 

・延長保育 

・幼稚園・幼保連携型こども園新規採用研修 

・保育環境の改善 

・休日、病時、病後時保育 

 

成果指標 現状値(平成２６年度) 目標値(平成２９年度) 

子ども園入所待機児童数        ０人       ０人 

≪基本施策Ⅰ－④子育て家庭の支援≫ 

【 目 標 】 

子育てと仕事が両立しやすい家庭環境となるよう、多様な質の高い保育サービスを

行います。 

親として子育てに関わることの楽しさと必要性について、積極的に啓発するととも

に、男性の育児に関わることの大切さを啓発します。 

職場の子育てへの理解と意識向上を図り、子育てに関する休業・短時間勤務などの

制度の普及と利用促進に努めます。 
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【重点施策】 

・子育てと仕事が両立しやすい子育ての充実を図ります。 

・第３子保育料無料化など経済的な支援を行います。 

【具体的事業】 

・ファミリー・サポート・センター事業 

・放課後児童健全育成事業 

・出産祝い金交付事業 

・保育に係る利用者負担軽減事業       

・ 第３子以降の保育料無料化 

 

成果指標 現状値(平成２６年度) 目標値(平成２９年度) 

放課後児童健全育成事

業「放課後児童クラブ

入級待機児童数」 

・入級待機児童数  ０人 

・北条なかよし学級７０人 

・大栄こども学級 ５０人 

（学級定員数） 

・入級待機児童数   ０人 

・北条なかよし学級１００人 

・大栄こども学級  ８０人 

（学級定員数） 

≪基本施策 Ⅰ－⑤ 地域社会で関わる子育て支援≫ 

【 目 標 】 

家庭や地域の中で、子どもの健全育成を推進する教育力の充実を図り、基本的な生

き方を身につけるとともに、一人ひとりの存在を認め合いながら自立する子どもの育

成を目指します。 

多くの人が子育てに関わり、子育て家庭を支え、子育てしやすい環境や地域の中で

助け合う体制を整備します。 

ファミリー・サポート・センター事業を実施することで、地域全体で育児の援助活

動を行う取り組みを進めます。 

【重点施策】 

・子育て支援センター事業の機能の充実を図ります。 

・地域全体で育児の援助活動を行う取組みを進めます。 

【具体的事業】 

・北栄町同日公開参観日 

・仕事と子育てを両立する家庭への支援体制の整備 

・図書館の活用と図書施策の充実 

・ほくほくプラザ（北栄人権文化センター）の活用 

・子育て支援センターで乳幼児相談 

・ファミリー・サポート・センター事業 

 

-21-



 

 

 

成果指標 現状値(平成２６年度) 目標値(平成２９年度) 

ファミリー・サポー

ト・センター事業登

録者数 

１３３人（内訳は下記） 

・提供会員 ３２人 

・依頼会員１０１人 

１６０人（内訳は下記） 

・提供会員 ５０人 

・依頼会員１１０人 

（２）基本目標Ⅱ「教育なら北栄町」 

≪基本施策 Ⅱ－① 確かな学力を育む教育の推進≫ 

【 目 標 】 

子どもたちに基礎的・基本的な知識・技能と思考力・判断力・表現力等主体的に学

習に取り組む態度など、確かな学力が身につくよう、教育内容・方法の一層の充実を

図ります。その際、特に自ら課題を発見し解決する力、他者と協働するためのコミュ

ニケーション能力、物事を多様な観点から理論的に考察する力などの育成を図ります。 

【重点施策】 

・少人数学級を活かし、習熟度に応じた授業により学力の向上対策を図ります。 

【具体的事業】 

・子どもと向き合い確かな力をつける「質問タイム」 

・学び力向上アクション週間 

・少人数学級の推進 

・講師招聘による授業研究事業 

・学力検査の実施（全国学力調査、ＮＲＴ、ＣＲＴ） 

・ＩＣＴ教育活動の推進（支援員の配置） 

・豊かな育ちと学び力アップ会議 

・サマースクール～まなびの広場～（小学生夏休み勉強会） 

・自治会等地域ボランティア学習活動支援事業 

 

成果指標 現状値(平成２６年度) 目標値(平成２９年度) 

全国学力・学習状況調

査平均正答率 

・小学６年生＝県・国ともに平

均以上 

・中学３年生＝１部県・国平均

を下回った 

・小学６年生＝県・国ともに平

均以上 

・中学３年生＝県・国ともに平

均以上 

≪基本施策 Ⅱ－② 豊かな心と社会性を育む教育の推進≫ 

【 目 標 】 

子どもたちの豊かな情操や規範意識、自他の生命の尊重、自尊感情、他者への思い

やり、人間関係を築く力、社会性、公共の精神、主体的に判断し、適切に行動する力
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などを育むため、道徳教育や人権教育を推進するとともに、体験活動や読書活動、生

徒指導、青少年を取り巻く有害情報対策等の充実を図ります。 

【重点施策】 

・道徳教育の教科化を見据えた取組みを実施します。 

・いじめの無い他人を思いやる心の育成を図ります。 

・社会を生き抜く力の育成を図る取組みを進めます。 

【具体的事業】 

・職場体験学習（ワクワク北条・わくわく大栄） 

・学校図書館の充実（司書補佐員の配置、図書検索システムの活用） 

・ケータイ、インターネット教育の推進 

・中学校での心の教育相談事業 

・生き方を学ぶ講演会 

・より良い学校生活を送るためのハイパーＱ－Ｕ調査 

・いじめに関する実態調査 

・北栄町いじめをなくそうサミットの開催 

 

成果指標 現状値(平成２６年度) 目標値(平成２９年度) 

将来の夢や目標を持っ

ている児童生徒の割合 

・小学生＝８８．９％ 

・中学生＝７１．０％ 

・小学生＝９０％ 

・中学生＝８０％ 

学校生活が楽しいと思

う児童生徒の割合 

・小学生＝８３．７％ 

・中学生＝７２．３％ 

・小学生＝９０％ 

・中学生＝８０％ 

※ 全国学力・学習状況調査 

≪基本目標 Ⅱ－③ 健やかな体を育てる教育の充実≫ 

【 目 標 】 

学校保健、学教給食、食育の充実により、現代的な健康課題等に対応し、子どもの

心身の健康の保持増進を図ります。さらに、子どもの安全・安心を確保するため、防

災教育を含む学校の安全に関する教育を推進します。 

子どもの体力の維持・向上が図られるよう、学校や地域における子どものスポーツ

機会の充実を図ります。 

【重点施策】 

・子どもの心身の健康を保持増進するための食育の推進を図ります。 

【具体的事業】 

・食育推進 

・スポーツテストの実施 

・運動部活動推進事業 
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・ 北栄スポーツクラブによるジュニアスポーツクラブの支援・育成 

・  

成果指標 現状値(平成２６年度) 目標値(平成２９年度) 

全国体力・運動能力、運動習慣

等調査で、おおむね良し(Ａ～

Ｃ)と判定される小学５年生・

中学２年生の割合 

・小５男子＝７６．９％ 

・小５女子＝８５．５％ 

・中２男子＝７８．５％ 

・中２女子＝９３．９％ 

・小５男子＝８０．０％ 

・小５女子＝９０．０％ 

・中２男子＝８０．０％ 

・中２女子＝９４．０％ 

朝食を毎日食べる児童生徒

の割合 

・児童＝８６．６％ 

・生徒＝８５．４％ 

・児童＝９０．０％ 

・生徒＝９０．０％ 

≪基本目標 Ⅱ－④ 保・こ・小・中・高連携の充実≫ 

【 目 標 】 

保育所(園)・こども園・小・中・高の連携のもと、異年齢間の交流や活動を通して、

子どもの仲間づくりや連続する子どもの育ちを保証するために、教職員の連携を図り、

学校間の滑らかなつなぎを進めます。 

【重点施策】 

・保育教諭・小中校教諭の交流、連携により滑らかな上級校へのつなぎを図りつつ、小

中一貫した教育の充実を図ります。 

【具体的事業】 

・向ヶ丘レインボープラン 

・ドリームプロジェクトＸ 

・北栄町学校教育研究協議会    

 

  成果指標 現状値(平成２６年度) 目標値(平成２９年度) 

小・中学校が教科の指導内

容や指導方法について小

中連携（教師の合同研修，

教師の交流，教育課程の接

続など）を行っている 

学校質問紙調査に肯定的な

回答  小・中学校＝５０％ 

 

 

 

学校質問紙調査に肯定的な回

答  小・中学校＝１００％ 

≪基本施策 Ⅱ－⑤特別支援教育の充実≫ 

【 目 標 】 

子ども一人ひとりの発達に応じた適切な教育が受けられるよう、早期発見、早期支

援を行う取り組みを進めるとともに、すべての障がいのある幼児・児童・生徒に対し、

こ小中高の滑らかな連携を図り、発達段階に応じたきめ細かな支援を行います。 
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発達障がいに対する理解・啓発を行い、本人と保護者が地域で安心して暮らせる体

制づくりを推進します。 

 

【重点施策】 

・早期から支援を切れ目なく行うための体制や、連携の構築を図ります。 

【具体的事業】 

・「個別支援計画」の作成と活用 

・特別支援教育主任者会 

・通級教室指導教室の充実（まなびの教室・ことばの教室） 

・特別支援教育補佐員の配置                

・就学相談の充実 

・特別支援教育にかかる職員研修 

 

成果指標 現状値(平成２６年度) 目標値(平成２９年度) 

「個別の支援計画」の

作成（保護者承諾） 

９０％ １００％ 

子ども一人ひとりの状

況に応じた早期からの

発達支援を切れ目なく

行う。 

福祉課・健康推進課・教育

総務課の３課が連携をと

り、子どもの発達支援を進

めることについて検討す

る。 

各課という枠組みではな

く、町全体で、生後から生

涯にわたる発達支援ができ

る体制を構築する。 

≪基本施策 Ⅱ－⑥ グローバル化に対応できる教育の推進≫ 

【 目 標 】 

人、物、情報の国際的移動が活性化して、様々な分野で「国境」の意義があいまい

になるとともに、各国が相互に依存し、他国や国際社会の動向を無視できなくなって

いる現状から、外国に対する興味・関心をもって、英語によるコミュニケーション能

力を身につけた人材の育成を進めます。 

【重点施策】 

・２０２０年度からの小学３・４年生外国語活動、５・６年生英語教科化を見据えた取

組みを実施します。 

・中学校で「聞く」「話す」「読む」「書く」の４技能の総合的な育成を図ります。 

【具体的事業】 

・小学校１年生～４年生外国語活動事業 

・ＡＬＴ、外国語指導員の活用 
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成果指標 現状値(平成２６年度) 目標値(平成２９年度) 

・外国語への慣れ親しみ 

・外国の文化への興味 

・ コミュニケーションを

図ろうとする態度 

 

・ＡＬＴ等のジェスチャーや言

葉のまねを楽しむ。 

・外国のもの・ことに興味を持

つ。 

・相手の目を見て聞いたり話し

たりしようとする。 

・英語の音やリズムなどに慣れ

親しみ、日本語との違いに気づ

く。 

・外国のもの・ことに興味を持

ち、家族等に伝える。 

・相手の目を見て聞いたり、自

分から話したりしようとする。 

 

≪基本施策 Ⅱ－⑦ 家庭と地域で育む教育の推進≫ 

【 目 標 】 

自然の中でのびのびと活動したり、地域の中で大人とともに学んだりすることを通

し、自然や地域の文化、人の素晴らしさに触れ合うことのできる環境づくりに努め、

地域の教育力を高めます。 

【重点施策】 

・全校で地域との関わりを緊密にした学校運営の構築を図ります。 

・地域で子どもを見守り、育む意識の醸成を図ります。 

【具体的事業】 

・「学び力向上アクション週間」の取り組み 

・教育アクション講演会（中学校区） 

・自治会等地域ボランティア学習活動支援事業 

・ＰＴＡ、家庭、学校が連携した先進地事例視察 

・家庭教育１２か条、６：３０運動 

・北栄町同日公開参観日 

・家庭の教育力アップ事業 

・学校・家庭・地域連携協力推進事業              

・成人式事業 

・放課後児童健全育成事業 

 

果指標 現状値(平成２６年度) 目標値(平成２９年度) 

北栄町同日公開日参観者数 

      (前期・後期) 

２，７７５人（３６５人） 

カッコ内は地域関係 

３，０００人（４００人）    

カッコ内は地域関係 

自治会等地域ボランティア

学習活動支援事業取り組み

数 

 

       ７団体 

 

    １０団体 
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≪基本施策 Ⅱ－⑧ 安全で快適な教育施設の整備≫ 

【 目 標 】 

子どもたちが安全で安心して教育が受けられる環境を整備するとともに、地域の避

難場所としての機能も併せ持つ施設の整備を進めます。また、多様な学習活動に対応

した機能的な施設の整備、エコスクール化、バリアフリー化、情報化や図書・教材の

整備など教育環境の充実を図ります。 

【重点施策】 

・安全で快適な環境整備の推進を図ります。 

・大栄小学校、大栄中学校の長寿命化に向けた検討に着手します。 

【具体的事業】 

・学校施設の非構造材（天井、照明、窓ガラス等）の計画的耐震化、長寿命化工事 

・教室への冷房設備設置工事 

・老朽化、危険箇所に対する速やかな修繕、対応工事 

 

成果指標 現状値(平成２６年度) 目標値(平成２９年度) 

学校の環境整備 

(トイレの洋式化

率・冷房化率) 

洋式トイレ・小学校＝４２．０％ 

・中学校＝２３．２％ 

冷 房 化・小学校＝２３．８％ 

・中学校＝３２．８％ 

洋式トイレ・小学校＝６０％以上 

・中学校＝６０％以上 

冷 房 化・小学校＝３０％以上 

・中学校＝４０％以上 

（３）基本目標Ⅲ「住み続けるなら北栄町」 

≪基本施策 Ⅲ－① 人権を尊重するまちづくりの推進≫ 

【 目 標 】 

人権教育・啓発の取り組みを充実し、町民一人ひとりの基本的人権が尊重され、様々

な活動や交流等をする中で人間性や社会性を磨き、人権侵害がなく、幸せに暮らせる

まちづくりを進めます。 

【重点施策】 

・全町を対象に、広く人権尊重意識を浸透させる取り組みと、ほくほくプラザ（北栄人

権文化センター）を中心にした、より人権への理解が深まり、交流が広がる活動の充実

を図ります。 

【具体的事業】 

・人権啓発活動事業 

・人権擁護委員事業 
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・北栄人権文化センターの運営・管理 

・人権教育事業 

・人権を学ぶ会事業（人権教育推進協力員、地区推進員等の研修） 

・人権教育・啓発推進協議会事業 

・住宅新築資金貸付け事業 

 

成果指標 現状値(平成２６年度) 目標値(平成２９年度) 

人権を学ぶ会の開催・参加

者 

全自治会で開催  

参加者 1,053 人 

全自治会で開催  

参加者 1,200 人 

指導者の養成 推進協力員     １６人 

地区推進員・有識者等を対象と

した研修会の実施 

推進協力員    １８人 

地区推進員・有識者等を対象と

した研修会の継続 

≪基本施策 Ⅲ－②安心で活力ある地域づくりの推進≫ 

【 目 標 】 

地域での「あいさつ運動」や安全安心に暮らせる交通安全・防犯活動に取組みます。

また、子どもたちに豊かな自然環境、社会環境を継承するため新エネルギー、省エネ

ルギーの普及に努め、循環型社会の構築を目指します。 

  そのために、子ども達の基本的生活習慣を身につける場である家庭の力と、まちづ

くりを進める地域の力を高め、連携・協働の仕組みのもと、活力ある地域づくりを進

めます。 

【重点施策】 

・地域での「あいさつ運動」や地域の教育力を活かした、子育て・家庭教育の支援を進

めます。また、「公民館」を学びの拠点として、地域人材の育成を図り、活力ある地域

づくりを進めます。 

【具体的事業】 

・公民館管理・運営事業 

・公民館まつり事業 

・図書館まつり事業 

・あいさつ運動 

・地域の見守り 

 

成果指標 現状値(平成２６年度) 目標値(平成２９年

度) 

あいさつ通りモデル自治会数 

あいさつ運動推進事業所登録数 

１１自治会 

２５事業所 

２０自治会 

５０事業所 
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≪基本施策 Ⅲ－③家庭・地域で若者の健全育成の推進≫ 

【 目 標 】 

家庭の経済的格差による教育への影響や格差の再生産・固定化が指摘されているこ

とを踏まえ、挫折や困難を抱えた子ども・若者や非正規労働者・早期離職者が自立し、

再び社会に参画できるようにするため、関係機関と緊密に連携・協力し、学習支援や

体験活動の実施などの機会の提供に努めます。 

家庭、地域社会、関係機関が連携した取り組みを行うことにより、子ども若者が健

全な生活を送れるよう支援・指導体制や相談体制の充実に努めます。 

【重点施策】 

・挫折や困難を抱えた子ども・若者の実態の把握を行い、学習支援や体験活動を実施し

ます。 

・「家庭教育１２か条キャンペーン」などで家庭、地域社会、関係機関が共通認識を持

った上で、青少年の健全育成に連携して取り組みます。 

【具体的事業】 

・青少年育成町民会議  

・ 家庭の教育力アップ事業 

         

成果指標 現状値(平成２６年度) 目標値(平成２９年度) 

子育て学習講座参加者満足度 良かった ９５％ 良かった ９５％以上 

≪基本施策 Ⅲ－④親しみのもてる生涯学習の推進≫ 

【 目 標 】                    

個人や団体の学習活動を支援し、地域や家庭の教育力向上に努めます。 

生涯学習出前講座及び社会教育施設を拠点とした「いつでも、どこでも、だれでも」

学べる学習機会と情報の提供に努めます。 

【重点施策】 

・個人や団体、地域のニーズに応じた学習内容の充実を図ります。 

・人づくり・地域づくりの拠点として住民のニーズに応じた公民館・図書館活動をめざ

します。 

【具体的事業】 

・社会教育推進事業 

・公民館講座事業 

・文化教室等成果還元事業 

・図書館土曜講座事業            
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・ビデオ鑑賞会 

・あたまイキイキ音読教室 

・夏休み科学教室 

・読み聞かせ講座 

 

成果指標 現状値(平成２６年度) 目標値(平成２９年度) 

生涯学習出前講座参加者数 １，９２３人 ２，０００人 

中央公民館講座の利用者数 高齢者講座   毎月 2回 

成人講座     年 4回 

青少年講座    年 11回 

高齢者講座   毎月 2回 

成人講座     年 6回 

青少年講座    年 12回 

≪基本施策 Ⅲ－⑤ スポーツ・文化活動の推進≫ 

【 目 標 】 

スポーツクラブや文化活動をする団体等の育成を図り、町民が生涯を通じて楽しく

学べ、スポーツや文化に親しむことが出来る環境づくりを図ります。 

【重点施策】 

・楽しく学べ、スポーツや文化に親しむ事が出来る環境づくりを進めます。 

・町スポーツ大会への参加自治会の増加をめざします。 

・総合型地域スポーツクラブの浸透を図ります。 

・文化的な事業への参加者の増加をめざします。 

【具体的事業】 

・保健体育振興事業                      

・スポーツグランプリ事業 

・町民運動会 

・北栄町スポーツクラブ事業 

・すいか・ながいも健康マラソン大会事業 

・訪問型ニュースポーツ体験事業 

・芸術文化促進事業 

・民俗芸能伝承事業 

・町民音楽祭（コーラスフェスティバル） 

・歴史探訪ウォーク 

・北条歴史民俗資料館運営・展示事業 

・青少年劇場巡回公演委託事業 

・北栄町文化回廊 

・美術展事業                      

・北栄文芸事業 

・町文化団体協議会補助事業 
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・民芸実習館事業 

 

成果指標 現状値(平成２６年度) 目標値(平成２９年度) 

週１回以上、何らかのスポーツ又はレク

リエーションに成人町民が親しむ割合 

      － 成人町民の４０％ 

美術展事業出品数 １５９点 １８０点 

北条歴史民俗資料館入館者数 ２，５６６人 ３，３００人 

≪基本施策 Ⅲ－⑥ 暮らしに役立つ図書館づくりの推進≫ 

【 目 標 】 

学びの拠点として町民が気軽に利用でき、図書館資料の貸出しや利用者への直接的

なレファレンスサービス（資料相談）の実施をとおして生活に役立つ図書館活動を進

めます。 

【重点施策】   

・来館者と、図書貸出の増加を図ります。 

【具体的事業】 

・図書館管理・運営事業                               

・図書館情報システムの活用            

・図書館システムレベルアップ整備事業 

 

成果指標 現状値(平成２６年度) 目標値(平成２９年度) 

図書館の来館者数 来館者数 

・北栄町図書館４７，９６４人 

・北条分室  １９，１５０人 

来館者数 

・北栄町図書館 ５０，０００人 

・北条分室   ２０，０００人 

図書貸出冊数 

 

貸出冊数 

・北栄町図書館６２，４９７冊 

・北条分室  ２５，１２５冊 

貸出冊数 

・北栄町図書館 ７０，０００冊 

・北条分室   ３０，０００冊 

≪基本施策 Ⅲ－⑦地域を学び、まちを支える人づくりの推進≫ 

【 目 標 】 

豊かな自然や先人たちが築いた歴史を知り、地域の持っている魅力、地域の課題や

地域の将来展望を学ぶことにより、まちに愛着を持ち、将来地域に貢献する志の高い

人材の育成を図ります。 

【重点施策】 
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・町の歴史、魅力を身近に感じ学び、郷土に関心を持ち、愛着を持てる取り組みを行い

ます。 

・地域に関心を持ち、多くの人が関わり合って生活していることが実感できる取り組み

を行います。 

【具体的事業】                 

・社会教育推進事業（出前講座等）  

・鳥取中央育英高校との「地域探求の時間」   

・職場体験学習（ワクワク北条・大栄） 

・生き方を学ぶ講演会             

・北栄ゆら由良 川くだり事業 

・文化財保護対策事業 

・北条歴史民俗資料館運営・展示事業 

・町内遺跡発掘調査事業・ 

 

成果指標 現状値(平成２６年度) 目標値(平成２９年度) 

「北栄町」を自分の町

として愛着を持って

いる中学生の割合 

２３．０％        ５０％以上 

 

 
 

３つの基本目標「子育てなら北栄町」・「教育なら北栄町」・「住み続けるなら北

栄町」を支える２０施策を具体化し、次年度へつなげるため「平成２７年度具体的施

策の数値目標」を定め、着実な事業執行、成果、評価を行い、次年度へつなげるため

「計画（Ｐｌａｎ）－実行（Ｄо）－評価（Ｃｈｅｃｋ）－見直し（Ａｃｔｉоｎ）」

を確立していきます。 

 

第７章 平成２７年度施策の数値目標指標について 
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